
2021年 10月 20日 

 

高等教育学会研究交流集会の開催について 

研究交流委員会 

 

日本高等教育学会では、会員の研究への要望をふまえて質の高い交流の場を設けるため

に、有望・気鋭の会員数名に各自の研究成果を発表していただき、それをもとに参加者がじ

っくり議論する研究交流集会を実施しております。ご参加のみなさまとご一緒に、今後の高

等教育研究の課題の可能性と方向性を探っていきたいと存じます。 

 2021 年度は 12 月 25 日(土)13:00～17:15 に、オンラインで開催する予定です。4 名の発

表者による発表に加えて、コメンテーターによるコメントと参加者全員による討論を行い

ます。みなさまのご参加をお待ちしています。 

 

１．日時：2021年 12 月 25日(土) 13:00～17:15 

 

２．形式：  

学会の web（https://service.gakkai.ne.jp/society-member/auth/apply/JAHER）から

2021年 12月 17 日（金）11:00までにお申込みいただいた方に、後日 Zoomの URLを

ご連絡します。なお、参加は無料です。 

 

３．当日のスケジュール 

 13:00-13:05 開会の挨拶 

 13:05-13:35 第 1報告 

石井和也（宇都宮大学 大学教育推進機構基盤教育センター） 

「大学生にとっての「居場所」が意味するものは何か」 

 13:35-13:50 コメント（チャットによる参加者からの質問受付） 

  山田礼子（同志社大学教授） 

 13:50-14:00 リプライと討論 

  （休憩） 

 14:05-14:35；第 2報告 

  菅原慶⼦（東京⼤学⼤学院教育学研究科教育学研究員） 

「⽇本の⼤学草創期における⼤学理念形成と公開学術演説会との連関をめぐる研究」 

 14:35-14:50 コメント（チャットによる参加者からの質問受付） 

  塚原修一（関西国際大学客員教授）  

 14:50-15:00 リプライと討論 

  （休憩） 

https://service.gakkai.ne.jp/society-member/auth/apply/JAHER


 15:05-15:35 第 3報告 

  塚田亜弥子（東京大学大学院教育学研究科教育学研究員） 

「留学生受入の量的拡大と質向上の両立―韓国を事例に・ポストコロナに向けて―」 

 15:35-15:50 コメント（チャットによる参加者からの質問受付） 

  太田 浩（一橋大学教授）  

 15:50-16:00 リプライと討論 

  （休憩） 

 16:05-16:35 第 4報告 

中世古貴彦（九州産業大学基礎教育センター 講師） 

「カリフォルニア州における公立研究大学の自律性と州政府の統制―高等教育システ

ムの調整機能の変容と公的使命を巡る相克―」 

 16:35-16:50 コメント（チャットによる参加者からの質問受付） 

  福留東士（東京大学教授） 

 16:50-17:00 リプライと討論 

 17:00-17:10 会長による総括 

 17:10-17:15 閉会の挨拶 

 17:15-18:00 若手研究者の情報交換会（自由参加） 

 


